
令和 4年度 住民主体の『通いの場』支援のためのスキルアップ研修会実施要領 

 

１ 目 的： 「通いの場」が高齢者の健康状態の維持改善に効果があることから，厚生労働省の介護 

 予防施策は，住民主体の「通いの場」を増やして誰もが社会参加しやすいまちづくりへとシフ 

 トしている。そこで，地域での住民主体の「通いの場」の増やし方やその活動充実に向けた支 

援について学び，地域での展開推進に資する。 
 

２ 主 催： 県民健康プラザ健康増進センター 

         国立大学法人鹿屋体育大学 生涯スポーツ実践センター 
 
3 共 催： 県くらし保健福祉部高齢者生き生き推進課（予定） 
 
4 対 象： 県及び市町村等の保健師・栄養士・歯科衛生士・健康運動指導士等    

         地域包括支援センター職員 

         介護予防事業所等で高齢者の指導に従事する者  
 
5 定 員： 来場の場合 70名 （感染症予防対策として定員を減らして実施します） 

         WEB参加については定員なし 
 
6 日 時： 令和 5年 2月 27日（月）13時 30分～16時 45分 （受付 13時～） 
 
7 場 所： 国立大学法人鹿屋体育大学 水野講堂 
      
8 内 容：  

(1) 説明    「鹿児島県の介護予防事業の現状について」     

              鹿児島県くらし保健福祉部高齢者生き生き推進課 保健師           上妻 妙美氏 
 

(２) 基調講演 「住民主体の『通いの場』支援の課題と対応」 

     講師     東京都健康長寿医療センター研究所 

              東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター 副センター長       植田 拓也氏 
                                   

 (３) パネルディスカッション 「通いの場の充実に向けた支援を考える」 

    司会     国立大学法人鹿屋体育大学 生涯スポーツ実践センター 長       中垣内 真樹氏 

    助言者   東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター 副センター長       植田 拓也氏 
 

     報告 1   「離島における住民主体の支え合い（通所 B・C）について」 

              徳之島町地域包括支援センター 保健師                          吉岡  光 氏 

     報告 2   「骨格筋に着目！スマイル体操教室（通所 B）の取組について」     

              出水市いきいき長寿課 生活支援コーディネーター                  牧    香 氏 

     報告 3   「地域社会資源との連携による健康づくり支援プロジェクトの紹介」              

              NPO法人ウェルスポ鹿屋 理事                               仮屋園 一樹氏 

(4) 子どもの体力向上を目指した Exseed体操の紹介                        鹿屋体育大学 
 

9 申込締切： 令和 5年２月１７日（金） 
 

10 備 考： 

 (1)  申込者多数の場合は抽選となります。また，ＷＥＢ研修のみの参加も可能です。（ＷＥＢ研修希望

者には後日受講できるＱＲコード等をメール送信します。） 

(2)  この研修は健康運動指導士及び健康運動実践指導者の登録更新に必要な履修単位認定研修

として認定されています。 講義 150分【2.5単位】 

…但し，ＷＥＢ研修の場合，履修単位は認められません。 


